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行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た

　
堅
実
な
決
算

　
平
成
20
年
度
決
算
の
特
徴
は
、
ア
メ
リ
カ
発
の

世
界
的
な
経
済
不
況
か
ら
我
が
国
の
緊
急
経
済
対

策
と
し
て
、
国
民
及
び
各
自
治
体
へ
地
域
活
性

化
・
生
活
対
策
と
し
て
財
源
措
置
が
講
じ
ら
れ
た

こ
と
で
す
。

　﹁
定
額
給
付
金
事
業
﹂
等
、
14
事
業
が
年
度
を
ま

た
い
で
実
施
と
な
る
、
過
去
に
類
似
例
の
な
い
状

況
で
し
た
が
、
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た

堅
実
な
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

問
　
当
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は
ど
う
か
。

答
　
平
成
20
年
度
は
12
・
6
％
で
あ
り
、
昨
年
よ

り
も
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
25
％
以
上
に
な
る
と
借
り
入
れ
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
　
当
町
供
用
開
始
地
域
の
下
水
道
へ
の
加
入

率
は
ど
う
か
。

答
　
6
5
5
世
帯
︵
78
・
６
％
︶
で
す
。
水
洗
化

率
は
町
全
体
で
75
・
５
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
固
定
資
産
税
の
不
納
欠
損
の
要
因
と
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
納
税
相
談
の
実
施
に

よ
り
納
税
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
教
育
費
に
不
用
額
が
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
ま
た
、
不
用
額
は
他
の
費
目
に
流
用
で
き
な
い

か
、
伺
う
。

答
　
工
事
費
の
入
札
残
金
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　
こ
れ
は
、
補
助
金
が
主
な
財
源
の
た
め
、
目
的

厳しい目で決算審査を行ないました

一
般
会
計

　
９
月
定
例
会
で
は
、
提
出
議
案
22
議
案
を
審
議
し
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
臨
時
会
で
は
、
提
出
議
案
４
件
を
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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療
の
充
実
に
よ
り
、
医
療
費
の
節
減

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

介
護
保
険

今
後
予
防
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
期
待

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
前
年
度
を
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
介
護
認

定
者
の
増
加
及
び
給
付
費
の
増
加
等

を
考
え
る
と
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
。

　
相
互
扶
助
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
今

後
予
防
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

老
人
保
健

　
75
歳
以
上
の
方
が
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
大
幅
減
と
な
り
ま

し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

持
続
可
能
な
制
度
の
構
築
が
急
務

　
高
齢
者
医
療
費
は
国
民
医
療
費
の

約
３
分
の
１
を
占
め
て
お
り
、
今
後

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
急
増
が
見
込
ま

外
の
流
用
は
無
理
で
す
。

問
　
太
陽
光
発
電
の
補
助
金
の
利
用
状
況
と
、
何

年
く
ら
い
で
電
気
料
金
に
反
映
す
る
の
か
伺
う
。

答
　
平
成
20
年
度
は
４
件
、
平
成
21
年
度
に
つ
い

て
は
、
15
件
と
み
て
い
ま
す
。

　
電
気
料
金
に
反
映
す
る
の

は
、
15
年
〜
20
年
か
か
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
有
害
鳥
獣
の
対
策
は
。

答
　
猟
友
会
の
皆
さ
ん
に
献
身
的
に
対
応
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

問
　
個
体
調
査
委
託
料
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
使
用
し
た
の
か
伺
う
。

答
　
猟
友
会
へ
委
託
し
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
イ
ノ
シ

シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度 

補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑
◆

問
　
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
特
例
交
付
金
補
正
内

容
は
。

答
　
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
の
介

護
報
酬
改
定
に
伴
う
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す
る

た
め
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

問
　
後
期
高
齢
者
保
険
の
廃
止
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
　
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
分
か
り
ま

せ
ん
。

国
民
健
康
保
険

収
入
確
保
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
前
年
度
を
下

回
り
ま
し
た
。
経
済
情
勢
が
多
分
に

不
安
定
な
面
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
自
主
財
源
で
あ
る
国
民
健
康

保
険
税
の
収
入
確
保
は
、
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
。

　
歳
出
の
大
半
を
占
め
る
保
険
給
付

費
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
予
防
医

※（万円未満切り捨て）※ 水道事業は収益的収支→特別会計

平成20年度  決算状況一覧表
区 分 一 般 会 計 国民健康保険 老 人 保 健

歳 入 総 額 30億　879万円 9億9,288万円 8,432万円

歳 出 総 額 28億5,211万円 9億4,613万円 8,420万円

歳入歳出差引 1億5,668万円 4,675万円 12万円

不納欠損額 393万円 126万円 0円

収入未済額 2億6,554万円 5,792万円 0円

後期高齢者医療

8,173万円

8,053万円

120万円

0円

249万円

区 分

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳入歳出差引

不納欠損額

収入未済額

介 護 保 険

5億4,835万円

5億3,289万円

1,546万円

6万円

136円

0円

4,800万円

下 水 道

3億4,906万円

3億2,365万円

2,541万円

水 道 事 業

2億2,333万円

2億2,009万円

324万円

れ
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
も
、
持
続
可
能
な
制
度
を
構
築

す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
す
。
な

お
医
療
受
給
者
は
、
１
、
1
6
2
人

で
し
た
。

下
水
道

加
入
状
況
、
順
調
に
推
移

　
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
が
本
格
的
に

稼
働
を
開
始
し
、
供
用
開
始
区
域
も

拡
大
し
た
た
め
、
歳
入
歳
出
と
も
に

大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
２
供
用
開
始
区
域
ま
で
の
汚
水

管
へ
の
接
続
率
は
82
・
3
％
と
、
加

入
状
況
も
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業

節
減
に
努
力
、
純
利
益
3
2
3
万
円

　
秩
父
市
浦
山
ダ
ム
使
用
権
設
定
補

助
金
の
事
務
処
理
が
原
因
で
、
営
業

損
失
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
行
財

政
改
革
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
節
減
に

努
力
し
た
結
果
、
純
利
益
で
3
2
４

万
円
を
計
上
で
き
ま
し
た
。

　
老
朽
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
布
設
替

え
は
、
1
・
3
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
整

備
し
、
残
り
３
・
6
7
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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《８月臨時会》

■平成21年度一般会計補正予算

　１億4,000万円を増額補正

国の地域活性化・緊急経済対策として、５

月 29 日に国会を通過した予算の補助金・交

付金を使った大型補正予算。総員賛成で可

決。

（エコカー・学校への地デジ対応テレビの

購入・太陽光パネルの設置費等）

■条例の制定

・横瀬町議会の議決すべき事件に関する条例

■条例の一部改正

・横瀬町職員の勤務時間、休日及び休暇に関

する条例

■契約の締結

・横瀬町学校給食調理場新築工事請負契約

委託先：石川・守屋八潮共同企業体

価　格：３億 975 万円（予定価格より１億円安い）

場　所：横瀬小学校裏

工　期：８月から平成 22 年２月 26 日まで

以上、可決

《９月定例会》

■平成20年度決算

・一般会計ほか６つの会計

以上、認定

■平成21年度補正予算

・一般会計ほか６つの会計

■条例の制定

・横瀬町ペット霊園の設置等に関する条例

■条例の一部改正

・横瀬町税条例

・横瀬町在宅重度心身障害者手当支給条例

　埼玉県障害者生活支援事業補助金交付要綱の

一部改正に伴う規程の整備

・横瀬町国民健康保険条例

■協定の締結

・ちちぶ定住自立圏形成協定

■契約の締結

・小型動力消防ポンプ付積載車購入契約

以上、可決

■人事

人権擁護委員に町田尚氏・石 泰子氏
（推薦に同意）

平成21年12月31日で任期満了となるため

横瀬町教育委員会委員に坂本幸子氏
（任命に同意）

平成21年９月30日で任期満了となるため

以上、同意

提出議案と審議結果

平成20年度
一般会計・特別会計決算認定についての討論

問
　
広
域
消
防
・
横
瀬
分
署
の
用
地
測
量
委
託

料
が
あ
る
が
、
広
域
の
ほ
う
で
負
担
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
分
署
の
移
転
は
、
用
地
の
提
供
・
分
筆
・
登

記
ま
で
自
治
体
が
負
担
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
広
域
議
会
に
関
す
る
質
疑
◆

問
　
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
訴
訟

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
全
国
的
に
も
何
件
か
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
る
見
通
し
で
す
。

問
　
有
料
ご
み
袋
の
価
格
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
今
後
、
引
き
下
げ
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

多額の不用額で子育て支援をすべき

大野 雄
　衆院選において国民に限りない負担を強い、自治体

いじめの自公政権は退場させられました。町財政は必

死の行財政改革にもかかわらず国政によって悪影響を

受けています。

　本決算、町税の不納欠損額、収入未済額の増加は町

民負担の限界を示しています。不要な事業の見直しを

行ない、多額の不用額で子育て支援をすべきです。国

保などの国補助率の改善運動に本腰を入れないとパン

クします。これらを考えると反対です。

基本政策に沿った堅実な成果

新井勝之
　今回の決算は、歳入においては、30億879万6,000

円、歳出は28億5,211万1,000円となりました。まち

づくりの基本政策に沿った全般的に堅実な結果である

と思います。

　町より提出された平成 20 年度の行政報告書も分か

りやすく、着実に「開かれた行政運営」がなされたこ

とがうかがえます。また、保険部門の特別会計や下

水・水道の会計は、実務が中心ですが、間違いのない

運営がなされていると評価します。
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10
月
１
日
の
出
産
か
ら

出
産
育
児
一
時
金
を
全
国
一
律

４
万
円
ア
ッ
プ

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、

少
子
化
対
策
の
充
実
を
図
る
当
面

の
施
策
と
し
て
、
出
産
育
児
一
時

金
の
金
額
を
暫
定
的
に
引
き
上
げ

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
38
万
円
か

ら
42
万
円
に
な
り
ま
す
。

根
古
屋
城
址
公
園
遊
歩
道
は

自
然
環
境
に
も
配
慮

　
遊
歩
道
の
コ
ー
ス
に
合
わ
せ
、
歴
史
民
族
資

く
る
わ

料
館
の
学
芸
員
よ
り
根
古
屋
城
址
の
東
の
郭
、

い
こ
う

山
頂
の
郭
、
西
の
郭
等
の
遺
構
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
な
が
ら
視
察
し
ま
し
た
。

　
山
頂
の
郭
か
ら
の
眺
め
は
よ
く
、
立
木
が
雑

木
で
あ
っ
た
ら
歴
史
的
価
値
が
上
が
る
も
の
と

思
い
ま
し
た
。

　
遊
歩
道
の
施
工
は
、
自
然
環
境
に
配
慮
さ
れ

て
お
り
、
伐
採
し
た
木
も
丸
太
の
ま
ま
で
休
憩

用
の
ベ
ン
チ
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

国
保
の
広
域
化
に
向
け
た

取
り
組
み
が
必
要

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
の
進
展
を
見
据
え
て
、

町
財
政
へ
の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
介
護
保
険

及
び
国
民
健
康
保
険
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

　
特
に
各
保
険
に
係
る
問
題
点
は
、
介
護
保
険

で
は
加
入
者
の
増
加
に
伴
い
、
要
介
護
者
も
増

え
て
い
る
こ
と
で
す
。
国
保
は
、
高
齢
者
、
低

所
得
者
、
無
職
者
等
が
多
く
、
一
度
に
か
か
る

医
療
費
も
高
額
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
今
後
は
、
介
護
予
防
を
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
、
国
保
の
広
域
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

住
環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
た

ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置
・
管
理
に

関
し
て
必
要
な
事
項
を
規
定

　
施
設
設
置
の
許
可
基
準
と
し
て
、

焼
却
施
設
付
き
の
ペ
ッ
ト
霊
園
の

敷
地
は
、
住
宅
・
公
共
施
設
か
ら
3

0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る

こ
と
等
を
規
定
。
︵
焼
却
施
設
の
な

い
場
合
は
、
1
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
︶

　
な
お
、
こ
の
条
例
の
制
定
に
よ

り
、
住
民
に
与
え
る
公
衆
衛
生
上

の
不
安
等
を
除
去
し
、
良
好
な
居

住
環
境
及
び
相
隣
関
係
︵
隣
り

合
っ
た
土
地
の
法
律
関
係
︶
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
管
事
務
調
査

視
察
報
告

　町の広報９月号で紹介がありました総務省の推進している定住自立圏推進要綱に基づき、定住自立圏形成協定

（医療関係２、情報関係２、水道関係１、人材育成関係１の合計６つ）を秩父市と締結することに、総員賛成で可

決しました。協定書の内容は以下のとおりです。

1. 生活機能の強化

圏域内における救急医療体制をさらに

充実させるため、需要を調査するとと

もに、現在の体制を検証した上で、秩

父郡市医師会及び医療系大学との連携

の強化、医療スタッフのサポート体制

の確立などの関連事業を実施。

救急医療体制の
充実

圏域におけるリハビリテーション体制

を確立するため、需要を調査・検証し

た上で、圏域内外の医療機関等と連携

し、回復期リハビリテーションを中心

とした事業を実施。

リハビリテーション
体制の確立

２. 結びつきやネットワークの強化（デジタルディバイド（情報格差）の解消へ向けたＩＣＴインフラの整備）

デジタルディバイドの解消及び情報ネ

ットワーク化を推進するため、「（仮称）

秩父圏域情報化推進計画」を策定。
ちちぶ圏域情報
化の推進

３. 圏域マネジメント能力の強化

職員や関係者の資質及び政策形成能力

の向上など、圏域マネジメント能力を

強化するため、圏域外から専門家を招

き、合同研修などを実施。

人材育成等

圏域における水道事業の運営の見直

し、運営のあり方について検討。
水道事業運営の
見直し

防災・防犯情報などの提供システムの

活用について研究。

地域情報共有
システムの
構築準備

　今回の協定については、アウト

ラインでの合意で、具体的な内容

等については今後、「定住自立圏

共生ビジョン」の策定により、秩

父市との協力関係を構築していく

方向です。

　秩父郡内の小鹿野町・皆野町・

長 町も５項目から８項目の協定

を秩父市と結んでいます。

横
瀬
町
ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例

横
瀬
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
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一般質問一般質問一般質問一般質問

若
い
人
材
の
登
用
を

大野　守議員

若
い
世
代
の
登
用
に
努
力
し
た
い

人　材
問
　
さ
き
の
衆
議
院
議
員
選
に
お

い
て
30
代
、
40
代
の
若
者
が
多
数

当
選
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
将
来
の

こ
と
を
考
え
る
と
当
然
か
も
し
れ

な
い
。
町
も
意
識
し
て
若
い
世
代

を
抜
て
き
し
、
育
て
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
　
町
長
　
若
い
世
代
の
方
は
勤

め
の
関
係
も
あ
り
、
な
か
な
か
昼

間
の
会
議
に
つ
い
て
は
承
諾
を
得

ら
れ
ま
せ
ん
。
夜
間
会
議
等
も
視

野
に
入
れ
、
人
材
の
登
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
教
育
力
の
向
上
を

問
　
横
瀬
町
は
国
の
学
力
調
査
に

お
い
て
も
、
必
ず
し
も
い
い
と

ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
。
少
人

数
学
級
及
び
先
生
２
人
に
よ
る

指
導
方
法
が
横
瀬
町
独
自
の
施

策
と
し
て
出
せ
な
い
か
。

答
　
教
育
長
　
ク
ラ
ス
を
補
完

す
る
学
級
支
援
員
が
４
人
に
な

り
ま
し
た
が
、
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
大
型
補
正
予
算
の
進
捗
は

問
　
５
月
29
日
、国
で
決
定
し
、町

で
も
８
月
４
日
の
臨
時
議
会
に
お

い
て
１
億
４
、
０
０
０
万
円
も
の

補
正
予
算
を
計
上
し
た
。
緊
急
経

済
対
策
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
　
副
町
長
　
９
月
に
入
っ
て
か

ら
消
防
自
動
車
購
入
な
ど
４
事
業

の
入
札
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
の

と
こ
ろ
、
政
権
交
代
に
よ
る
補
正

予
算
の
見
直
し
の
動
き
や
国
の
交

付
決
定
の
お
く
れ
な
ど
、
国
の
方

向
が
定
ま
ら
な
い
状
況
で
す
。

問
　
横
瀬
町
の
職
員
は
目
ざ
と

く
、
他
の
自
治
体
よ
り
早
く
補
正

予
算
化
で
き
た
。
早
く
執
行
で
き

な
い
か
。

答
　
副
町
長
　
国
の
動
向
を
確
認

し
、
す
ぐ
に
で
も
実
行
で
き
る
準

備
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

旅
行
な
ど
が
約
95
％
で
す
。
横
瀬

町
の
投
票
率
は
県
内
３
位
で
、
意

識
が
高
く
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
所
の
開
設
に
は
、

法
律
に
よ
り
投
票
所
ご
と
に
選
挙

人
名
簿
の
編
成
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
一
投
票
区
・
一
投
票
所
の
規

定
か
ら
ど
こ
で
も
投
票
で
き
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
難
し
い
で

す
が
今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
、
役
場
以
外
に
も

開
設
を

大野 雄議員

投
票
所
の
秘
密
、
公
平
、
秩
序
保

持
な
ど
を
研
究
し
て
い
き
ま
す

選　挙
問
　
期
日
前
投
票
は
ど
ん
な
理
由

が
多
か
っ
た
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
町
内
に
何
ヵ
所
か
の
期

日
前
投
票
所
の
開
設
や
交
通
手
段

の
な
い
方
へ
の
配
慮
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
総
務
課
長
　
理
由
と
し
て

は
、
学
業
・
仕
事
・
地
域
行
事
・

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

問
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

答
　
健
康
づ
く
り
課
長
ほ
か
　
８

月
21
日
、
公
共
施
設
に
消
毒
剤
を

設
置
し
ま
し
た
。
小
・
中
学
校
、
保

育
所
、
学
童
な
ど
で
は
発
生
し
て

い
な
い
状
況
で
す
。
手
洗
い
、
う

が
い
の
徹
底
、
熱
の
あ
る
子
は
早

目
の
帰
宅
な
ど
、
家
庭
へ
も
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
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は
、
補
助
率
の
関
係
が
あ
り
、
国

の
方
針
が
決
ま
れ
ば
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

答
　
上
下
水
道
課
長
ほ
か
　
生

川
の
濁
り
水
は
、
８
月
７
日
、

上
名
栗
辺
り
の
１
時
間
当
た
り

1
2
0
ミ
リ
の
豪
雨
が
原
因

で
し
た
。
今
後
、
情
報
収
集
、
広

報
に
努
め
、
万
全
を
期
し
ま

す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て

は
個
人
の
所
有
物
で
あ
り
、
町

の
関
与
は
難
し
い
で
す
が
、
業

者
任
せ
・
個
人
任
せ
で
は
な

く
、
管
理
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

資
産
の
有
効
活
用
等
を
内
容
と
し

た
具
体
的
な
施
策
を
策
定
し
て
、

財
産
の
取
得
や
処
分
に
対
し
て
の

方
向
性
を
明
確
に
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
都
市
施
設
用
地
は
利

用
で
き
な
い
た
め
、
解
決
策
を
見

出
し
、
返
還
交
渉
を
行
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若林清平議員

効
率
的
な
運
用
管
理
を
行
な
う

町有地
問
　
町
有
財
産
の
管
理
は
、
ど
の

よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。

た
つ

が
わ

立
川
や
役
場
庁
舎
西
側
の
土
地
等

は
雑
草
等
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
多
く
の
敷
地
等
に
借
地

部
分
が
あ
る
。
計
画
的
に
買
収
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
都
市
施
設
用
地
と
し

て
借
地
し
た
土
地
は
、
利
用
が
で

き
な
い
。
借
地
契
約
を
解
除
す
べ

き
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
　
ま
ち
経
営
課
長
　
行
政
財

産
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
最

も
有
効
に
活
用
さ
れ
、
効
率
的

な
運
用
管
理
が
で
き
る
よ
う
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
役
場
西
側
の
土
地
は
進
入
路

も
な
く
、
利
用
は
難
し
い
状
況

で
す
。

　
今
後
、
未
利
用
地
の
売
却
や

無
料
検
診
推
進
事
業
の
進
捗
状

況
は

若林スミ子議員

国
か
ら
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に

よ
る
検
診
を
実
施

検　診
問
　
女
性
特
有
の
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
の
検
診
促
進
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
無
料
検
診
推
進
事

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

促
進
を

業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
　
健
康
づ
く
り
課
長
　
国
の
平

成
21
年
度
補
正
予
算
で
実
施
す
る

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
5
1
0
名
へ
８
月
31
日
付

で
送
り
ま
し
た
。
横
瀬
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
９
月
25
日
︵
金
︶・

30
日
︵
水
︶、
10
月
８
日
︵
木
︶
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
バ
ス
停
の
新
設
や
移
動
の
　

検
討
を

問
　
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、
町
内

や
市
内
へ
元
気
に
出
か
け
て
い
る

が
、
今
後
、
寒
い
時
期
や
年
を
重

ね
て
く
る
と
、
バ
ス
停
ま
で
が
遠

い
の
で
、
バ
ス
停
を
新
設
も
し
く

は
、
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
伺
う
。

答
　
ま
ち
経
営
課
長
　
地
域
乗
り

合
い
バ
ス
と
し
て
、
本
町
に
は
２

つ
の
路
線
が
あ
り
ま
す
が
、
利
用

者
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
総
合
的
観
点
か
ら
デ
マ

ン
ド
形
態
等
、
検
討
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
停
の
変

更
等
も
地
域
事
情
を
考
慮
し
、
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
上
水
道
の
濁
り
水
対
策
は

問
　
上
水
道
の
濁
り
水
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
管
理
へ
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

町
有
地
の
管
理
状
況
は

役場庁舎西側町有地

問
　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
が

鈍
化
し
て
い
る
。
年
間
60
基
を
目

標
に
し
て
い
る
が
、
平
成
20
年
度

は
45
基
で
あ
っ
た
。
今
年
度
か
ら

３
年
間
に
わ
た
り
モ
デ
ル
事
業
の

指
定
を
受
け
た
と
の
こ
と
だ
が
、

目
標
達
成
は
可
能
な
の
か
。

答
　
上
下
水
道
課
長
　
平
成
21
年

４
月
１
日
現
在
の
対
象
世
帯
は
、

1
、
5
4
4
世
帯
あ
り
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
当
課
試
算
の
モ
デ
ル
事

業
対
象
世
帯
は
、
9
1
0
世
帯
で

す
。

　
モ
デ
ル
事
業
の
対
象
者
に
は
、

従
来
の
補
助
額
に
３
万
円
の
奨
励

交
付
金
を
上
乗
せ
し
、
支
給
し
ま

す
が
、
年
間
60
基
の
目
標
達
成
は

難
し
い
状
況
で
す
。
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武甲山町造林を視察
片道２時間、森林下り

　﹁
政
権
交
代
﹂
に
よ
り
長
か
っ
た
自
民

党
主
導
の
政
治
か
ら
新
し
い
流
れ
に
な
り

ま
し
た
。
民
主
主
義
は
時
間
が
か
か
る
も

の
、
そ
の
過
程
の
中
に
人
々
の
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
も

か
く
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
町
に
と
っ
て
は
、
自
民
党
政
権
が
打
ち

出
し
た
大
型
補
正
予
算
が
使
え
る
の
か
ど

う
か
に
よ
っ
て
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　
横
瀬
町
の
行
革
は
一
足
先
に
進
め
た
と

い
う
自
負
が
あ
り
、
新
政
権
も
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。
後
年
に

な
っ
て
平
成
21
年
は
思
い
出
深
い
も
の
に

な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
町
造
林
の
視
察
は
、
我
々
議
会
議
員
の

一
任
期
中
に
一
度
視
察
す
る
と
い
う
申
し

合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
長
い
年
月
を
か
け

て
仕
上
が
る
も
の
で
あ
り
、
議
員
も
し
っ

か
り
と
そ
れ
を
受
け
止
め
て
見
守
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。︵
Ｍ
・
Ｏ
︶

委　員　長　藤澤　治美

副委員長　若林スミ子

委　　員　新井　勝之

委　　員　大野　 雄

委　　員　  町田勇佐久

委　　員　大野　　守

議会だより編集委員会

　９月 29 日、武甲鉱業及び菱光石灰工業

（株）の協力を得て、町造林を視察しました。

　町造林は大字横瀬字生川で、総面積54.4ヘ

クタールです。

　今回は、昭和39 年〜43年植林の８番口か

ら始まり、昭和25〜26年植林の13番口まで、

森林組合による間伐がなされていました。

　間伐材とて需要のない昨今ゆえ、横たわ

実施日：平成 21 年９月 29 日（火）

視察先：武甲山町造林

参加者：議員９名、事務局２名、

   まち経営課２名

るだけの姿を直視しました。空に向かって

伸びる 10 メートル以上もの杉木立の緑は、

凛とした静けさとともに心身にいやしを与

えてくれる不思議さがありました。

　横瀬町に備わっているこの自然の偉大さ

に感謝しつつ、全員無事に下山しました。

頂上にて

町造林の生育状況８番口を視察


